
・海道林業試験場時報

第 3 4 ﾡ

笹地の取扱ひ に就て

北海道林業試験場

北海道江 別町 野 幌

昭 和16年6月



序

本場に 於け る 試験成績は北海道林業試 

ﾡ場報告として之を發表し居る も 右試驗 

中比較的簡易なるもの或は急速に其の成 

績を發表する必要あるもの其の他試驗經 

ﾡの一部なるも態用性あり と認むるもの 

等を本時報に掲ぐることゝす。

昭和16年6月1日

北海道林業試験場 長

技 師 服 部 正 相



目 次

林 目...................................................

I. サ、ﾡの分ﾡ迷に分布.............................................

I・ ﾡの生育ﾡ況...................................................  4

i ) # 況...............................................  4

ii 岡 光 座..................・..... ・....... ・................  5

iii 土 壊 t.............................................................................  6

I. 枇の利川 状況.... ・..............................................  G

皿. 整地の玉投 ひ.................................................... II

i ) 刈排 と林知別林況別恢復状況...................................11
ii 刈掷季節に依 る快徨狀盲.......................................... 1s

iii地 招 法................................................... 14

iv) 下 刈 法................................................... 15

、,)地下 就 切 断.......................................... ・...... .....n

vi地の槍最法...... ・........................................... 17

林 び...........:... 、....  ッo



I

笹地の取扱ひに就工

北海道林業び股場 

松 井 善 喜

緖 言

ササ脚はI盤な繁京と 強い適應性 と に 依つて廣 く 本道林野に分布す る憐め 

て普遗的な地床優白補であ る。従ひてササ脆に關す る研究は森林施業の礎的 

問題と して朮要なる もので、Jちﾡ林的見地からは之がﾡ除ノル至抑1を闘る 

があり、他方市産方ﾡからは家市殊に放牧場の貴なるﾡ料と してﾡろ之が 

殖を緊要とする ものがあり、乂時局下各種資材の代用品と して之が利用の途も 

ﾡ々けつ ・あるからﾡ地はiに市林事業の到祭たるのみな らす、之が利用厚 

生の途を講すること、相快つて始めて合理的経なを云ひるのである。

木文は笹地の取扱ひ に關する 二、三の調項をするもので、本資料に 

は前杯林士松江託修氏の復命よ り引I川せるものあり、又席野傅作、山上 

紀松兩沢の協力に俟つ もの多きに付、数に深神の意を楽するとに、御指ﾡを 

賜りたる北海道麻造林課長イ傾供三博士並に當試験場長服部iE相氏に“権みて謝 

意を炎する。

I• ササ属の分類並に分布

ネ道に産するササ戯のﾡﾡは30敗ﾡの必きに迷して居るが、林を施求紀ﾡ 

ホる電務督の立場か らlく分布して層る種規をﾡ括すれば次の三つのﾡに分ち 

fろ。 ルちササﾡの普逃的な種ﾡは押が 2m内卜で、多く和の中以上から 

分枝する大型の笹、即ちネマガリ ダケ、ネマガリ、ヂグケ、クケ等と俗冊され 

て居る チシマササ節 と、稈戻が 60cm 内外で、分校の憐めcﾡないﾡ小なﾡ、 

Jちミヤコザサ、コザサ、ヒメザサ紙と稲されて居るミヤコザサ節と、和が:



AB C D・E

第1関 オクヤマザサの生育形態

ﾡ側地の特WにかけるA、不央 

Wを示ナ。

I. C は朱等に利川L得るRF
A.D.F は利川不可能な不良円

D.FはFが積4に依る倒限 

柿折ぐのじF。 ドガょ り分枚せ

る の。

3円 クマイザサの生育形態

. T: 1 C : 2年生 D : 芝年生

第2問 コザサの生育形態 

ﾡ業ﾡ林下に於けるコザ少のII下 

仙の生育形ﾡを示す。(締5ﾡ)

第4料 林況に依るクマイザサの生育状況

A B D
Aw開地 Bﾡﾡﾡ林下 C針茶ﾡ林下 (4ボ方米で放)



兩者の中間に位し、程の下方から も容易に分枝する笹、Jちササ、クマザサ、 

チマ キザリ等と俗冊されて居る クマイササ節と に 三大ル して實川上大過ないか 

と思はれる。これらササ典の各節の代表師として、 ちチシマザサ節にﾡする

オクヤマザサ(Sasn kiirilensis Nakin。 ct Sibata,var.Cernua Nakai)、ミ ヤ 

コザサ節にﾡするコザサ (Sasn Konsn Nakni)、クマイザサ節にﾡするクマイ

ザサ (Snsu Ianiculnta NTakin。 ct Shibata,var.Ixniculata Nakai) の三和に 

就 c二、三の生態的性質や取扱方法を中述べた S。

ササ層の分布狀態は双龍であるが、概括的に親れば、ミャコザサ節はﾡ卜新 

く、ﾡ生期に務多き木道東部地方に分布 し、チ シマザサ節は本道西部乃至山 

撤地帶の多雪地方か、理學性 可良 な酸性 上壌に聚落する傾向あり、クーイザサ 

節は砲種の彼の分祠川を綴つて、主と してIﾡル五低山地ﾡにﾡく分布して帰 

る。

I・ 笹の生育状況

笹は地況、林況に適應して極めて可無性大なる種類でああ。從ひて他地を取 

救よ礎的係件と して征の生 竹ル沈 と 林況、陽光庞並に 土壌性 と のM係 を求め 

たい。

i)林 况

ササ郎の生育と林況との關係は第 1表の如 く 各種を通 じ上木の鬱閉狀態、即 

ち主と して陽光度に依つて左右せ られ、ﾡ地秘術生性大に、◎開強い針葉樹 

林程球に散生して居る。本表の潤東樹林の陽光度はグラウカイル光度計に依れ 

ば来葉期70%P卜、桃生期12%内外で、針葉樹林は多少 潮葉樹を混 じて居る爲 

ﾡ葉期30%内外、ﾡ生期8%内外を示してﾡる。而 して陽光度 3 % 內外の鬱閉 

商な ドイックツヒ、トドマ ッ等の 人工林にかてはサ サ劇は全 く ﾡ し て居 る。

ササの和ﾡ別に生育状況を比段するに、ﾡ位価積な牧量は、程長大なるオク 

ヤマザサが多で、コザサは最少であるが、木敷に於ては之に反しﾡ小なるコ 

ザサが最:多で、オクヤマサは少であり、クマ イ ザサは執れ も兩者の中間に

他して居る。 ・

第1炎 林況と征の生ﾡ沈

ﾡ地=1ボ方米 50ヶ所不均債

征和 

#

ォク ヤ マザサ クエイザサ コザサ

-本政丁飛本敦 it 本区 正

w開 地

河奈ﾡ#

卜葉切#

1G.4

7.9

5s

4,719)

2,031
8网

"

35.1
2s.0

3,152
1,:51

5s:,

271.0
00.5

うう.5

1,05

307
140

オクヤマザサ、ク ィ ザサは 
械誡驗林の両 在 成績； コザ 
サは斜路国阿歷内混牧林茶仙 
的地の画査成績とす。
本住、 はに到する も 
ので、秋笹の生育完了に 
調花す。以下本救、 tは紀 
て生笹にうする ものとす。

ii)陽光 度

サ サ ﾡの生育 と 陽光度 と の係 を 数的に比ﾡせんが爲に蔭竹「を用ひて 
・

のイせる成績を抑げるに第 2 炎の如 く、クマイ ザサの生は陽光度67%に於て 

で、93%では100% とんど差県が無く、陽光に依る生育の減退度は比校 

的僅少である。ササ燃の他の種に就ても之と暗々近似の傾向あることは野外の 

観察より容易に推定し得る處で、ササ風は陽光に対し可成りの適應性を有する 

ものである。

第2表 陽光座と征の生育状況

ク マ イザサ(比蔭格子に依る松江賢ﾡ氏の向査成額)

刈那区 :___要 てクろ) | .
の快御
担____

斜週4次 100.0 0G.7 :"9. 0.1 4.2 摘 交

本 
数 
京

1 年 同 0:. 104.1 110.1 57.5 。,L株ﾡ子はG人立方で、垂本 
コ・ル と小舞と を以て釈立式に作発

2 4 目 80.0 I1S.1 01.S 5.7 L、格子ﾡの幅並に間印とに 
"依って次の如・は光座を作る

率％ 2ヶ郃平均 01.6 111.5,101.0,31.6 10。お渋地ら右格子内1本方米と 
_ し 2 ヶ 所の不均価 と す。刈ﾡ

T 
贷

1年 目 i 48.7 59.0 44.4 25.4 --前 の饶生は 平方米當約 G4 本、
・"|3,1S互内外にして桁子ﾡ粋

2 年 日 3:.7 50.3 :36.2 1.0 o の地 ドﾡは出して外部との 
"取絡を当断す。刈めの怪に

2.08する水徴中を以て縦談プ <
率％ 2ケ年ボ 1 42.2 57. 03 13.5



iii) 土ﾡ性

ササ瑞の生 f と :域性 と の關係に就ては從來か ら け 也の殖氏岡分の際地位を 

決定するのに証地は概して上地が■好とされ、殊にその太く、Wのよいは 

I等地とされて居る。野観試驗林の ト ドマッを主とする林分にかてもMば前々 

等しく、院の本數近似の個所を選び、地位: に依る後 の 收「tを北核す る に第 S炎 

の如く I地はI4F地にし爪が大で、即ち地位良好なる程理•は太く、長火 

であ ろ。殊に クマイザ サは オ ク ヤマザサに比 し※裕な ろこと は比似的旅 

の肥江地に クマ イ ザサの分イが: 多いととゝ せ考へて興味が深い。

第3 土壌性と征の生育状沈

標準地=4平方米 ・

ﾡのﾡ額 オ ク ヤ マザサ ク マイザサ |
堀 ・ 要

・地 位 画 回 ! ロ

t作地長 

本 数

m 量く)

一 木 硫 t 派く) 

同上 I及H比•

.51s 
10,508 
202.0

110 
521

12
5:ふ.: 

olo 
17s

255

13 
106.4 
:,270

：W.7' 
145
405

9
104.0
2,222
21.2 

100
126

地位は然戦林ト ドッ攻ﾡ
に依るもので、 Iぐ地は施 

材にﾡるむ色土坂であ り 
I<地は前者に比 L化4代 
り、腐依の合ん•阳士樹色 に 
であるっ

lIl・ 笹の利用状況

笹は林業上のみな らす、有産上から も 亦農山村の副業的利川 方面から も極視 

するこ とが出來ない。行市拠業を経替する木道収部』北術地方にかては雀 

殊に ミヤコザサ節の笹は家畜の資料として極めて市要なるもので、殊に時局に 

依 り場床地た る 木道の似 命 R大 となるに及び、優良期U増流のﾡ区牧地の大抗 

張となり、』く森林地にも場産限地の改定が見られ、"ち況牧林来経ﾡの 

必要を痛感するに至ったのである。確の命料価位は第4改の如く、獲白Wに高 

み、優良牧事に必敵する替養価を有するもので、殊にミコザサ節のものは他 

の後や野•草に比し一層•養料に盲打。コザサの生育状沈と林とのM係は第 1

第4表 笹の飼料 価

名 __ こ 宿 水分 有 
自質

利脂肪*l城轼愎曝售祖灰分 摘 要

4ic ・ャコザサ) 

熊f(ク マイザす) 

野Cョシ、カヤ、ギ) 

«事くチ そシー)

7.55
7.44

14.06
7.S4

1o.44
9.57
7.07
7.47

1.9:
1.78
1.80
2.28

30.07
30.40
27.70
3o.03

■ .72 
43.05 
41.49 
46.5

9.69
7.77
G.:6
(.05

北海道農小状粉 
場、分折成年 
集第力掛昭和1:

•年

ミYコザ ザ 

クマイザサ 

スズグヶ

10.02
9.2

10.50

10.18
8.75
7.05

5.10
4.00
3.S7

:n..
30.0 
:.S

:0.0s 
:36.o1 
35.20

10.S
10.S
9.09

北海道区産業部 
整の研究、昭利 
5年、坂町質氏 
分折成新

銀 掖C ミ ヤコザサ) 

野なく ョン、カ ヤ、ハギ) 

牧事くナ モン-)

1:.7(
1:.0s
13.57

7.0:;
7.00
S.12

:3.58
2.87
2.91

24.80 
:2.00
:.69

30.0!
"s.ぷs

:5.03

10.24
G.4
6.0S

阿上ﾡの研究 
北海ﾡぶ験 

, 場分折成新

ミャコザサ (業)

W 上(ﾡ葉)

S.7
一4・(

7.3
7.0

2.3
2.2

22S 
a1.8

48.0
40.0

10.0
11.5

薩ﾡ区区み校調 
査、羽可之功 
氏倒料征 < 
ﾡ区N$301・ら)

第う図 牧養力を算定せるﾡ葉樹林の林況

の如く、別『地は半量に於て優るが、簡料討ﾡとする時は晩秋昨新期に葉『が

ﾡ削 となり 能緑が満次枯化し、合水量 も波じ、放牧馬の嗜好に適しなく なる。



然し樹休地の征は晩秋でも水分にみ、不ﾡで、思が好んでするか ら秋 

ノル至多下に於て何料価係が優れて居る。ﾡ関せる初ﾡ樹林下の秋干の牧養力は 

次の如 く計w しる。コザサの攻量は約W常 3,970 E内外で、何料登象 と な 

るﾡ年生の新ﾡは約68%、即ち 2,700 林である。放牧島の企征は場の年輪、 

価格、不節等に依りて巣るが、常場の牧林衆試験地に於ける木下技ﾡの調 

に依れば、約1 日97ほP外と推定して大場なく、秋季の採食部は主と して葉の 

部分で、ﾡ全の約50〜60%にり、 又略仰量は10%以内を見込め充分であ 

る。同立地條件や樹林の密度、配3等の關係で多少の殘他量を見必をなければ 

ならないが、秋下は落葉のﾡ林内陽るく、ﾡが比核的自山に沙行し代るから残 

確は20%内外と見て大廻過ない。以上の境出用礎よ り陌當の探食対象となる笹 

全は1,890延、小探企部分は 1,040Eで、即ちWﾡの牧養力は28.1ﾡとなり 

馬1頭に到し1 日営5.56ールの源葉樹朴を必要とするa計のになる。即ち 150 

Wの測葉樹分に討 しては、局部的疎開や滞敷地等に 依る笹飛の増減が相殺す 

るものとして前の如くa卜算ナれば 4,215頭の場を牧養し得、60頭の場川を84 

日間放牧し得ることになる。間jしてこれらの葉樹林はW常許々200立米門 

外の治積を行す るむ期分で、一方に於て可成集約なる林塞經情が出來るから 

牧林薬な る経替機ﾡが充分成立する理山である。

次に サ サ埸の農山村の副業的利用 方げを 見るにオク ヤ マ ザ サ和は従ポ よ り 濃 

作物の手柴、農漁業用手値、ﾡ、流、tの位数州、建築物の壁竹、共他優 

良稈はスキーのストック、小器具等に利用せられ、符は一般の食川とされて居 

る。近時方力難の爲に之が利用 は餘り 活澄でないが、然し一時局 Ft材ﾡに 

到する各種代用品 と しての利川の途もﾡ次啓けつ ・あり、例へば挑道のﾡ村 

後パルプ、コックリー ト川竹筋、船舟場" 防城材、竹細、活ﾡ媒料 (以下 ク 

マイザサを合び) バッキング又は•敷布図と しての菓の利川及び農宗の堆肥と し 

ての利用等これ ら廣?决たる林好の遺利の開發に着目 する ものが済大多 く なつて 

ボた。 オクヤマザサの利用状ﾡをﾡる爲に主どな林ﾡ者に於ける昭和10～14年 

の 5 4川の徹分額を抑ぐれば第5表の如 くである。オク Yマザサの生育ル沈 

は第 1 表の如く、疎開地の密生地では陌常 16.4 万本、47座内外の収量であるが 

深敷地や局所的散生地等を考慮し、1制の安交全事を見て、阿常14.76万木、423

第5 オクヤマザサ 朴のﾡ分状沈

皆林四署名
ﾡ和I0～1年5 ケ4J卜 同本1ヶ4不均値

知 公

商 m
a W

5:,72 
17,453 
02,00

5,005.5S
1,007.71

10,840.22

10.74
3,401

1S480

1,12f.12
330.54

2,10S.04

仙シ1Kは和100本を粘 
Xせるものとす。

第6岡 拜の處分價を算定せるオクヤマザサ密生地

ﾡとして、その處分例を算定すれば次の如く である。以上の本数の中手柴等に

利用出來る滿 2 4生以上の利長 6 人以上、米 ロ1分上、曲 り の無い笹は本数の 

27%内外、 ちﾡ常ﾡ * 39,852本内外と推定 して大過無 く、これ らの笹の處分

•他は搬出關係で支l死されるが、暴から3川内外拓てた不側な山元では1米純で ・ 

結 束せ る 1 東が通10～15銭でﾡ分されてﾡ り、1 束は約150 本内外の本數で



あるから岡常の虎分額は266東、1東12義として31.92側の『格となる。1料 

の市場に於け る處分債格は第 6 炎の如 く 和の良否に伏つて大差があ るから、以 ・

上計例よ り も一周•笹が太く、長く、密生し、且つ搬川優のよV嶋ではﾡを封 

条と した集約なる施ﾡが可能とな り得る。これが施発C就てはﾡ験ル縮は無い 

が、生館的性上 り考楽し、飛の利用年齢を満24生よ り 7,84生にIる bo 

と して、利用称のみを押伐式に5年目ﾡに刈携ふとすれば略々牧極の保統が期 

待出來やう。 ,

第6表 オヤマザサ 科の市場に がける 規格並 に (

明和15年 室网芥林順署制衽

ﾡ 格 個 格
生灌
・型別 I ・ I G 上 I 等

6尺もの 末ロ1分以上
円 円 1.25 ■

7尺もの *ロ2分以上 " 1.5分 " *ロ1分以上 1.80 1.70 1.60
8尺もの " 分" " ッ分" " 1.5分 ヶ 2.70 2.50 ッ.:

9尺もの " 3.5分 ・ " :分" " 2分" 3.60 :.:0

摘 要
価格は發送“土場 100ボ1 火 ものにする もの 
酬上品は 色得 く、曲少く、木枯なき 年生以上のI S品は 色 く、34以上の ものっ

とす。 
ものo

次に笹バルブとして利用する加合に就て見るに當場化學部内田丈夫技師研究 

の前性削進株解法に伏れば絶乾征門に到する総ﾡのルは31%内外で、生 

の含水量 は略 々 50%に常り、和 と ﾡ業 と のf比率は約6:1であるから、1周 

のバルブ生産に災する雀は次の如 く a計w しる。

1,000在+0.31=3,226林……飽雌郡量

3,226延E-0.5= 6,452証...生彼郡氏

6,452EE+0.6= 10,753耻 生征科並枚業 は

従ひて前記劇開地をﾡバル ブ と して利川する場合に そ の %を助地林の防版 

•带と して成イせ しむれば陥ﾡ統の牧量は 31,725耻とな り、枝葉は旅黑の關係 I.
林地に放棄する ものと して約19,035配の税が得られ、Jち1,770xEの征バルブが 

期待ボる。これを林来と併行して、地持の刈拂笹を利用する等廣漠たる 

遣利のけ我に ﾡしては 一府事業的研究の必要があ る。

1III- 笹地の取扱ひ

i) 刈拂とササの種類別、林況別恢復狀況

刈ﾡ後の快復状況は第7炎の如く ササの種類に依つて可成り の菱災があ り、 

オクヤマザサは快復力請いが、クマイザサは注盛で、コザサは未だ資料が継つ 

て居ないが、昨年刈拂つた成績から推察するにクマイザサよ り も一財快復力が 

ﾡやうである。これは後の生態的性質の相違に依る もので、オクヤマザサで 

は生育4敷が採期川に正り 7～8年生に違するものもあるが、クマイザサでは 
・

5 年生を越ゆる ものはゆな く、コザサは道牛越冬の際に枯れ、2年生以上のもの 

はない。又地上間對地下 閥の比率、N期ちT/を見るに、立地や生市状況に 

伏つて可可成りの振価はあろが、大ﾡコーザサは0.40、クマイザサは0.60、オクヤ 

マザサは 0.75内外と概 して大過ない。 ち地上ﾡの生育期間の長短と地上価 

に釣す る地 Fﾡの活力の秘度とが相ﾡつて快復力のとなるのであ る。

第7 刈挑と ﾡの種期別 林沈別株復状況 

株地 = 4 不方米 10ヶ 所の茶y位

確のii ク マ イ ザ サ オ : ク T * ザ サ

林 況
7 1 別 地 針葉利林 開地 針卜葉ﾡ#

*量 1 it 本墜 量 木ﾡ 朮代 本 量 木賞 R量 木ﾡ

刈 ﾡ 前 20.: 元 12.1 , x 90.8 G7.S 20,056 て 運10,024 4,2 1,568 :0.8 8,24j 23.2 :ふ451
刈携 14後 1S4.3 5,4l6 104.1 1,600 . :302 15.1 2,91 $.9 721 5.4 285
刈ﾡ24後 1:6.0 4.208 82.0 1,:04 36. 200 12.0 1,0:s ッ.1 222 ・s 10
恢復(1年後 00.2 64.0 8:.0 3G.G 5ui. 25.0 11.4 28.9 s.7 23.: 8.3

・ ポ%12年役 07. 4.0 20S 16.0 17.7 ・9.. 6S 12.1 4.7

、 
ﾡ 変 i

地ﾡ九法=低刈、刈幡催の 15倍、刈度幡笹高にぐし、 S 月 ドイ地。
1 刈リ排 1 年後: 明和I2年正11月」イ、メ挑 ツ 年後: 1l上イ

昭和11年
田和13年
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第7関 刈排に依るクマイザサの依復状況 
・

CDB
A日疎げ地現在 右は生征、左は柿笹、1ボガ米ﾡ牧
B = Il旧l刈リ挑1年後 第 1回刈ﾡ S 月 下仙、現年秋の快復状況
C=2回刈挑1年後(下刈) げ上、製年6月下下刈げ年秋期の快復映況
D=W 上(ル刈K) げ上、翌46月下イ小メ、左は小刈整の性復せるも 

の、右は中刈後にﾡ生せる もの

サ サの快復を 林祝別に比終 するに概 してき林分科羽 く、M地科ﾡく な 

つてﾡる。以 kから見て彼地の施業と してオ ク ヤマザサの散生す る針 ﾡ樹で 

は天然更新の補助作業と Lてﾡ書4度を河然せる確の刈物は相高効果が期i 
來る。常試験林に於C昭和194の秋ト ドマツ林下で施行せる例に依ると単にオ 

クヤマザサを 刈ﾡひ、之 を 四所や横幹の樹圍に堆積 L たのみで充分更新袖助作 

業発の日的を迫し、常4の納ﾡﾡめて貴ﾡであつたのと相伏つて、小方米常1* 

内外の稚助が發生 した。オ ク +マザ サの下は路件す る 代本 も超性純に限 られ、
・

その被度もﾡく、従ひて理撃性典い土壌を運さへすれば刈挑後に於ける祈 

樹の指育は岡羅でない。

ﾡ」分のは省度がﾡく、恢復力も亦弱いから、 ラマッ、ドロノトﾡの 

陽樹の林分では主代前にト ドマツ等の蔭樹を樹下植栽することに依って地妳費 

や下刈費を節減し得る。

伐採跡地は速かに更新を完了せしめ、ﾡの総入、繁茂に依る地推や下刈の過 

ifなn据を避けなければならW。殊に肥沃地では他の攵延繁茂が著しいから注 

港を;要する。

ii 刈拂季節に依る恢復状况 ーヽ

刈ﾡ季協と 恢復 と の開係は 同一植生期間の上欣が困難な ので、第 8 のや う 

に指敷に依つて傾向をﾡふに7～8月 の植生期に刈拂つた ものは恢復力が可成 

波退 し て層る。こ れ をサ ザの生長紀 と 併せ考楽す るに、笹の地上诡は 5 月 の

8 刈ﾡ季節別ﾡ復状

クーィザサ 松地= I 平方米 10ヶ所不均価 (松江賢修氏復命 よ リ 計算す)

刈 坊

* 数

月

u te
5
130.0

6
I34.5

7
174.s

8
147.4

0
137.0

10 一上

103.1 104.5

第 1回

第 2 叩
10S.1
98.4

101.7
77.2

103.5
110.7

24.7
98.2 110.1 83.4 .3

木ﾡ校役 率 第 1 77.s 75.G 59.2 1o.s * コ(9%) 第 2 ・ 70S 57.4 G:.:; 6G.6 S0.4 81.0 SS.(.
W上教指致 778 75.6 692 700 804 81.0 88.0

W 笹 %,255 2,372 3,03s 3505 :280 3,020 80
第 1m 1,G17 :9 - —

() 第:回 1,イ07 ss $55 ; 1,5::5 1.504 1,s03

r 量 株 復 卞 第 1回 40.7 20.4 o.6 0.6 ... -
(9% 第 2 W 46.0 :5s 2s 46.s 40s 49.0

W上北教指製 49.7 39.9 255 24.0 468 498 49.0
松性地=ﾡ側地、ﾡ生省っ 第1 旧=刈リ#常411月詞社っ 第2=刈ﾡ年!1 
調。ﾡ校復をげ一ﾡ生の比りとすろじに交の使正価を加べた。7 
分にははﾡ年王ﾡ生のﾡが第I 回刷在の際刈ﾡう武本救の!0oは柿担と な リ ・

906は翌披する ものと し、ﾡ払106を第2回分に加へ、S 月分にはﾡ 
損名と2026と して加算し、比似折ﾡと した。朮依快後半 に は 一年発生粧 の枯

を 6月 =206、 7 月 =30夕ら、8月 4926と して加草し、比較川後 とした
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初〜中旬地上に版出し、6月は上仙生比大で、7 月 に入る と 菜が開出し、 ク 

マイザサではﾡ々 8 月中〜下旬に生戻を停止 し、オク ヤマザサでは 8 月下仰 

至9月上に生氏が件まる。一方根の生長は地上値よ り も 多少遅れ、上仲生戻 

のm盗な5〜7月上の造は地下の仲は比散的総であるが、地温が外り、ﾡ 

が開川し、I化作川が証E盗となるに及び、地下銀の伸長 も般盛となり、次で翌 

年の%やﾡ子が崩張 し、湖次然温が低 く る に従ひ地下Wの仲もﾡ大政選 し 

c行 く。即ち7～8月 刈柳に依る恢復力の減达は生長 し 切つた地上値を 刈挑ひ、

地下開への養料の流下を殆ん ど停止せ しめ、旺盛に生長せんとする地 FXや才 

ﾡ子の前張を 抑制せ しむ る純果 とな る。以上 より 造相也の地妳に は7～8月 の座 

夏の候を選び、ﾡ地と して保就的に群を利用する 目的には秋季乃至平春を適當 
・

とするのである。

iii 地ﾡ方法

笹地の地ﾡガ法と して 用 通 行はれて居るのは條刈 と全刈 と坪刈で、これらは 

立地係、ﾡ林樹種並に事「来の集約度等に依つて適宜決定せらる、ものである 

が、間) じ條刈、 刈でも以上のﾡや征の種規並に生竹況に依つて方法が 

可 り相するものである。例ヘWの 長大 ならざる コザ、や クマ イザ、の 條 

刈では刈幅は略々後高の 1.5倍内外、刈成橋は征高の1〜S倍とし、一筋M 
と す るが、オクヤマザ、の如 く科が 2 米を 超 ゆる時は刈箱は笹髙の 1.5、 

刈錢福は旅高と略々等しく し、二筋正三/形Mとする場合が多v。メ刈成船に 

就て一例を示せば、1.2米5の征地の地に盆り刈州 1.8米、刈残術 1.2米、木 

の例間1距離30米、市間田 1.5米とすればW常 2,222本のﾡ付木数となるが、

高5 0.6米の場合に は 刈M 0.9米となる のでi記の如 き ﾡ付を 行ふと すれば刈北 

Wは 2.1米となる。立地的に風術、寒冷、乾燥が激しい場合、又は終の共市 

ド別等の場合に は植栽部のみ を W る く範崎5の 1.5 *内外のM さ に i所刈Iに 刈 

挑ふか、メはとれに株刈を加味U、即ち坪刈部の間に步行 し得る程度の狭いに 

別を併用するのか効果的である。’中害: を蒙 り 場多a地方のオクヤマザ バ生 

地や前生稚樹が 多 少イナ る 征:地の地に は 一車の低刈 よりも球ろ 所的な刈 

を行利とし、 Lつ刈部も一州ﾡ大した方が取扱ひ場い。その地抑法を例示せ 

ば坪刈の大さ をめ、その幅の 2 倍の間隔に 人の歩行 し得る程度の刈分道を 

作り、その附側を交に坪刈するもので、刈押の面積や配置を一率にせず、前 

生樹の群生する部分は除外す% 等現況に即 して適々：愛史すべ き ものである。

地#淋作が旅の恢復力に及ぼす影響を比校するに第 9 炎の如く、オクヤマザ 

、を全刈 した場合は條刈よ り も快復力が衰つて居る。これは笹の地下Wは相正 

に 密に連結 して居る か ら刈の場合に は 刈度 し な徹か ら許易に 恢復出來 るのと 

環境の激變が緩和せ ら る、爲である。

・第9交 地法と株状次

ォクャマザサ 標地=4ボか米

刈 刈
嫡 ﾡ

刈納前イ書 同 
慎従率

同 
株書半

ボ 数 07.s] 15.1 22. 51.2 s.6 西神画 疎間地、出生、審
佐 刈=刈命i米

市1除花) 20,950 2,:8S 11.1 16.102 780 4 刈メ術=2.米
概地10ヶ所ボ」

W長C納) 224.0 177.2 78.S 212S 84.5 30.7 た 刈リお性地4ケ所ボ均

平恒く神t 1.99 Lo 85.0 1.18 0.s( (7.S 地時期=ﾡ和2年S 月下 
1

iv) 下刈法

価地に討けす る ド刈の適當な時期は純始に ﾡ求樹師○生比経電 よ り 定せ ら る 

・ もので、Wの上仲氏がﾡ々完了し、ﾡの間ﾡがﾡ会らんとする6月下ノカ

7月上%が適常である。

植検木の ド刈方法を考察するに、クマ イザ、に就て第 1回下刈の際中刈 した 

ものと普通 ド刈に依った ものとの恢復力を比佼せる結増、第10炎、第7日の如 

く 中刈 した彼は科の下方’の芽子から萌芽、分枝して校復力が旺盛である。これ 

らの功程は大迷無いか、ら中刈はにﾡ端樹の過林の如く 側技ル側芽の仲
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を抑制する目的以外には除り灯ﾡ県が付H米ない。 第11 地下"切断 と 体復状況

10 ド刈方法と俊復狀況

クイザサ 慑準他 I =ボ方* 10ヶ所ボ」6t
下 刈

ヌリー而ー而厂 
14後性担 W

刈

ﾡ ﾡ 同 

1ビ後性復

I 西卒ﾡ三確両延、T術
地方法 ﾡ刈 メリ幅： 彼

本 致

f(エ

40.2

2,32S

21.1 う2.5 4G.0

2,7-12

77.S

27.5

為 の 1.5f刈残 
ﾡ化に同 じ

地時=昭和1iFS 月 ド
イ

年; 1 冋 ド刈・昭和⑶口； 月 
下イ

科** ﾡ) 1ウ.0 144.S 74.0) 51.1 調 査=I和12I1月上イ
中 刈リ=ﾡ高00ろ門卜の 

高さ を刈ザ、

V) 地下莖切斷 ・

カラ ッ笠の陽樹で、而も取を災り易い樹林の造林には全刈地指を適當と 

する場合が多く、ﾡにJ川の林"では業所、薛麥、燕麥、牧草等の間作を行 

ひ、多/形的経がを行利とする場合がある。この際ﾡのﾡ滅をいるのに火入が 

破 も効果的であるが、u大の危をふ.ので、彼の樂劑!期余や根力切断等の方 

法を考究する必必がある。ﾡの業用州県除にﾡしては布ﾡ林野局試狼場長谷川考 

三氏の研究せ らるる 處であるが、不側な山地では 多額の経尖 を要し、比似的脳 

川性がいへやうである。 ・

次に根系の切断はﾡにﾡせる地下Wを切断して養料のM通を防ぎ、快復 

を退せ しむろを 同的と した bので、クマイザサに就C剥布 した成績を描ぐれ 

は第11炎の如 くであ る。サ、ﾡはス、グケ殿と 県つて和上 り ﾡ類、分岐 して 

共足的に發生する ものが多い關係 に切断に依る木敷の減ﾡは像り期待しない 

が、生育状ﾡは可成薬退して居る。ﾡ系切断はﾡをﾡするので、I川作等の場 

合に適川 しベ く、殊に 本操作と 火入 と を併用 すれば後の接滅 卜の効果が大で 

ある。

クマイザサ 松i地 = I ボガ米 3 ヶ 所ボ均価

地下旗切断WT 研木談
切断1年依の育形ﾡ W右ﾡ復 事(%う

不数 門商 業磁 1 業長 本數 費高 業登 葉長
で 124. 7ュ w 100.0 100.0 100.0 100.0

1 不 方 脚 5.2 20.4 10.5 3.9, 
ハ」

I2.f 52.3 15.9 54.2 47
20 ボ 方 H 62.0 52.2 27.3 4; 15.5 • 84.2 21.9 59.7 58.7
0 不 ケ W 00.:; 40.0 :5.6 1.6 16. s1. 28.6 03.0 62.1
比 終 Ki 54.4 40.1 $S.4 7.1 2心 84.7 71.1 98.6 1 92.0
端 初地 確叫地、4件 昭和 11 年 9 月を刈
要 地ドa切断 ﾡ和1211の在

第11 科の登生状況

L:はクイザサ ドはオグヤザサ

vi) 笹地の植ﾡ法

征術生地はﾡな地下事のﾡにﾡを掘るのが困ﾡなのみな らす、地下事の除

去のな植战木の根元が凹み、殊に地質土壊の場合には阳水が停布して生長を衰

せせ しむ る 懼れがあ る。征管生地では第 8, 9,10lの如 く 根もがゼめてﾡで0～
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10権の深さに於ける地下は クマイ ザサ、オク ヤマザサ共士. 壊容精の 6 ～10% 

内外に當って居る。即ち上を叮啰に叩き即して、地 ド般を掘り取っても尙械穴 

は不均1ﾡ近く四むとと になるか、ら、多勢の人夫が急いで植付す る時には土を 

附せる億地下休を掘 り Hナので、どうして も植付跡が凹む結果となる。 

幼帝斜就は當場時惓 9ﾡ並に昭和15年度H 木林學會講演集に詳述せる如く、前 

記植付.上の困離や決點が無く、他而笹密生地は僅かに耐徳性の下草を伴ふのみ 

で、落葉増積し、七壊膨軟となつて居ゐるから斜植が効果的な切合が多い。

第 12炎 管特生地に おけ る 造林成績

第8図 クマイザサの根系 (ﾡﾡ生匹) 第10 コザサの根系

地下薬、共根並に科の受状況を示す。(縮八5ﾡ)

(イ) オク ヤ マザサ地に於け る卜rx ッ幼苗好械成載 

昭和 11 年春植 技手石符ル氏賞行

I 部 目 2 年・日 抑 2
樹 离曲)

棋元it 征"H>
I: 伸 年生 長くﾡ) 

松モiﾡ年生長くﾡ)

18.31
0.547

G.a1
0.227

26.44 
o.s42
s.s 

0.206

优試苗はトドマツ2年生無床枠苗

商長=120H
ﾡ元山極=0.ぷ2t

100本常成総嬲査

(ロ) オクヤーザサ地に於けるエゾマツﾡ成析 

昭和1 1 年春植 技ﾡ石ﾡル災氏賞行

樹 高くねい A元i ﾡ(A) 上伸連年生技：•初) 松元配年 
生長 (ﾡ)

1年 日 2年日 1年 目 2年 目 1年 日 2年 目 1年日 2年 目

at M 34.10 50.86 1,725 2,40 9.10 16.76 0.425 0.515
Mi通M 32.47 45.89 1,4s 2,100 7.47 13.42 0.34S 0.461
摘 僕ぶ前はエゾェツ6年生2回床林荷 苗炎=2う.0ポ 根元ﾡ=1.30H 
要 100本ﾡ成ﾡ調在

常場ではオク ヤマザサ密生地の植栽に對 し前場長行原供三博士指報の下iに ト 

ドマツ幼苗乃至エゾマツ、アカエゾマッ床替苗を斜植して實績を舉げて居る。

エゾマッ、ブカエゾマツ 床科苗の斜植は浅根性で、他根か比較的細長な る特 

代と 幼武斜植同樣の理 と にﾡき、ﾡづぬ 田ﾡで征の地下事を切断 しつ ・ 土を叩 

さ海 し、く 挑耘せる表府土中に根を一方側に寄せて充分捺げつ ・ 斜めにﾡ付 

け、根の先を踏んで膨軟なる表層上との密沈を岡り、枯枝、笹程等で根元を被 

ﾡするのである。而 して故就には地形の凸凸を 考へ、可及的小面部に植付く る 

やうにする。以にの方法に依ればﾡ付けの功程をﾡげ得るのみな らす、松後 

の生も第12の如く 従來の求に比 し槪 して良好である。
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結 び

以上本道に流ナるサ、埼を 實務者の應用的立場から便宜三つの型に火別 し、 

その代炎種に就て二、三の取扱ひを述べたが、ササ%は全道に"：り極めて、皆ご 

的に分布 し、立地に適ﾡして可ﾡ性大なる種想であるか ら、とが生態的性名 

究明 して育林小業の介理化に資す る と 共に家求のﾡ料やﾡのM来的利川Miに 

關する研究と相俟ちて逐地の多角形的經替を岡らなければな らない。 ・

衛本 文 は迫て祥報す る 像定なので、設切中礎敷子等 を 行許 した 點 も ゆくな 

いが、杏々が日常直面して居る笹地の取扱に對する硏究の一助ともなればナア 

と思ひ、不備なが ら文を抑げた大第である。
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